
高童害者における牛乳摂取の麗簿リポ議出ヘ及Ii'す影響

はじめに

防衛隊科大学多喜一内科教授中 村

宮島

山下

i合議

恵美子

毅

牛乳際取200-400mt/尽の忠清脂質に対する影響l立、 した縦向は認め

られている ω。しかし、代議機総のやや低下した言罰金事若宮において、 i湾機iこ牛乳領取

を長期にわたって行った襲撃の血液目撃事まへの影響撃は、手議ど報告がないc

すでに筆者らは、この点そ量雪襲撃して、平均主r:齢73才の高齢者iこ、牛乳炭取400mt/日

を45ヶ月続け、その燃の百五議ワボさ普段脂質アポ蛍臼の濃度変化を報告してきた {2-gjo

今回、受に期間後滅後し、 57ヶ月での緩察を行ったので、ここに波緩をまとめたい。

対象および方法

妨害者盛大・第一内科外来に通絞し、義主主高血注を時としてf像機、総i後銭要要をきをけ

ている58才から86才(平均年齢73:;t)の努:tz:11 f9IJが対委員である。

血清綴震に対して、影響撃を与えない嫁襲、例えばアンジ;;fチンシン変換酵素~.ll.害

薬などが投与され、上む絞約印lBま140…150棚ぬ/90翻ぬと安定している。

IIザIJct2 f芦iJI立、言電量誌によるi滋院m葉監を訴え返さ~Iこ紹介され、 45ヶ月迄の観察を終え

た9例として書生年事設をきした。その後更に i例が同様iこi義援溺棄まを訴え57ヶ月巡の綴筆集

fJ{コド主主総となり、今回計811IJの成績である。(男性2側、女役s例)
昭和63年よりエントリーを開始し、平成6年までに、後日牛乳200mt会戦・タ各i

本宛飲用している。その題、忍容性lこも間越なく、手寺;こ重量さ主総、体擦などの変動がみ

られず、コンプライアンスの良好な運算案を篠認している。

牛乳摂取前、摂取主義57ヶ月にわたり、…2定期間において卒章号室緩雲寺採血を行った。

劇清コレスチローjレ、トリグザセライド、 HDLーコレステローんは酵素法にて測定
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し、アポ蛋白A-I、A Il、日、 C…日、 C、町、日などは免疫比j罰法にて測定し

た。

成績

表 1Iこ、 s 伊jの成緩~1刻人見守、数年総意IJ!こ…f苦して示してある。摂取前血清総コレ

ステロ-iVfi盛が2201l1g'Idf以上の5紛1](立総長患や僅かな綴滋を示しながら推移したが、 57

ヶ月においては、 2 務!のみがなお220硲/dP袋詰譲えているにすぎなかった。 8~Jの平均

鐙では57ヶ月で主義少の季語向がみられるが手若葉患のき霊ではなかった。

表2iこ、血清トリグザ令ライドと、 HDL…コレスチロール(/)j変化を示しである。

忠清トザグリセライドの金タ!の家主今では、豪華持金守iこ令後;の変動はみられていないが、

熊取前150mg/dt以上の4例では、滋少の績向後永し、 UIJのみがなお150n軍/dt以上で

あった。

HDLーコレステロールは会伊jの3jZ均で終に予言3撃の変動は示怒れていないが、やや

上昇の傾向が認められている。摂取西日40剖g/dP以下の2f.到については、上弊の傾向が

45ヶ月白で明らかで、 57ヶ月ではやや減少をすが、なお両立健iこ比し高値である。

表3に、アポ蛋白の損IJ定そ行った6例について、 A…I、A II~i関人目 IJに示して

ある。 A-Iに関しては、摂取後1-2年で、有裁の上昇が認められており、その後

漸減を示すが、 57ヶ月で再び有意の上昇を認めている。 A 1 鮮の明らかな例では

HDLーコレステロール値も増加しており、注ElすべきF所f!c考える。
八一 IIiこ関しては、 A-I同様に摂取開始後2年総度まではよ弊の傾向がみられ、

その後漸減するが57ヶ月では有意に上昇している。

表4に、アポ蛋白B、および、C-Ilのぎ主要きそffi護人'ijIJに糸しである。アオ菱自白につ

いては主要攻後1-2年でやや上昇の綴向そ示したがその後前後iこ復するま差滋号告示し、

57ケ汚でiま更に減少の傾向がみられたが、手n霊の変建設ではない。

C …立にs!lしでは、摂取後3年後次第に減少の緩おそ示しているc しかしこの変動

は有意ではないが、トヲグリセライドも減少の績向ぞ示しており、土色絞約一殺した号待

f!と考えられる。

王監5に、アボ蚤BC 窓、 Eの変動を{宙人'ijIJlこ泳しであるu 一線摂葉支持、 1-2年
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でのって1~liがあるが C -lIUこ関しでは事まままの変動とまぎえられない。

ア;fミ議自Eについては、 3i:利食より減少の傾向がみられ、 57ヶ月では、有意に減少

そホして1..{;， ç この点 b、ほiま卜 1) グリセライドの君主化と関渡した霊h~e.考えられる。

考察

普通牛乳 1 日 400mif.真mc-~長続i対等た 8i伊Icり溺齢滋では、総コレスチロール、 トリグ

リセライドのやや減少の傾向、 HDL…コレスチ口…/レ{滅の…上昇の傾向がみられたが、

有意の変化では江かった。

LDL コレスチロール1:-Fr iedewald式にで換燃するた、後取前t;il42.6mg/ dlで

あり、 57ヶ月で120.4mg/dU:減少の傾向そ示したω アオ民主設問日綴もi減少を・犬訴している

ので、 LDL枝子全体も低下したものと俗文主されるの

アポ蛋白A…i、A-IIの上昇、i立、紛らかにHひL…コレスチロ…Jしの機加と路島i議

しており、コレステロールの逆転i去に及ぼすHDLの標語きが、動脈綴化抑制こ援を警で

あることから、この所主主は、評価すべきものであろうお

トザグリセライドの減少に伴って、アポ護院C-II、支の減少も認められており、

これらの変化も、 HDLの上昇を促した可能燃が考えられる。

いずれにせよ、牛乳摂取を長期にわたって絞けた主主例で法、むしろ義務総長1111震のザス

クの減少がみられることは興味深い。

むすび

平均73才の高齢者8i炉Hこ、牛乳1B400mi渋殺をき年近く議室議室し、 U1!t，都議室還のなか

では総コレステロール、 いjグザセライドの主義少緩向、 HDL コレスチローんのよ

雰{傾向が示されたo LDL コレステローjしのき議少緩向;こ伴って、アポ獲ささ廷の減少、

HDLーコレステローんの増110傾向iこ伴ってアボ蛋白人 仁人 誌の上界がみられ

たことは、それぞれの佐子の変化が生じていることを考えさせられる。

代議機能低下のみられやすい高齢者m にとって、牛求 18400mil立、詩型賂血援を誘

導、懇化することなく、むしろ明らかにアポ蜜:'3A-l、A-II0主義F加をみることは可

動波五主化の進援を泌総する可書針生が示唆される。
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表 i 長望書にわたる牛乳摂書室と盗簿コレスチロール意義

τ.Chol 
持8昂& Befo碍 12時間24monl36mon4Smon!S7rr国n
粍S 187 1苦01 1861 161 1雪01 200 
WK 230 247 23'号; 230 235: 198 
5τ Z吾31 Z皐Z 274: 273: 265: Z39 
;品 2621 244: 233: 241 : 1雪Z

τγ1 
1851 1き3 1861 183: 177 149 
22吾I217 220 

21814221五264ぶ1111S35渇6 到TK 147: 184 156 
MT 232 235 230 234 

針。= s 7 s 8 s 8 
財田れ 216.5 221.1.216.31213.8 214.9 1哲5.1
50 40.42 35.88 37.951 3ι35 34.65 32.95 

P VALUE 0.0931 0.9410.58510.693 0.075 

(mg!d J! ) 
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表2 長期にわたる牛乳摂取とトリグリセライド (TG)， HDL コレステロール値

Name. 

H5 

WK 
5T 

M 
百

YI 
TK 

MT 

No. 
Mean 

5D 

PVALUE 

Name 

H5 
WK 

5T 

M 
TI 
YI 
TK 

MT 

No. 
Mean 
50 

PVALUE 

TG HDL-c 
Before 12mon 24mon 36mon 45mon 57mon Befo問 12mon 24mon 36mon 45mon 57mon 

207 161 189 152 167 160 44.6 48.1 45.3 44.2 49.3 50.8 
128 77 120 95 104 129 52.2 52.7 53.4 50.1 51.4 53.5 
136 172 144 152 147 232 40.4 41.1 42 40.2 42.6 46.1 
158 147 143 137 69 44.5 40.1 39.3 42.1 50.4 
190 256 211 164 173 114 41.2 35.4 40 37.5 41.4 41.1 
73 89 90 7，6 84 132 38.7 38.1 39.4 38.6 40.3 39.9 
192 119 176 135 148 132 26.2 39.1 45.3 41.4 43.7 32.4 
86 128 107 96 91 128 68.9 59.8 60.3 57.5 56.3 63.9 

B 7 B 8 8 8 8 7 B 8 8 B 
146.3 143.1 148 126.6 131.4 137 44.59 44.9 45.73 43.6 45.89 47.26 
49.67 60.56 41.88 32.78 34.18 46.14 12.25 8.922 7.464 6.896 5.754 9.655 

0.94710.77710.08910.09510.716 0.914 0.701 0.722 0.673 0.104 

(mg/dR ) 

表3 長期にわたる牛乳摂取と血清アポ蛋白A-I，A-II値

A-I 

Befl。問 12mon 24mon 36mon 45mon 57mon 

132 139 140 133 135 135 

136 142 139 141 142 139 
113 135 126 118 120 139 

117 122 113 121 143 

122 153 137 142 132 150 

117 125 124 103 108 118 

6 5 6 6 6 6 

122.8 138.8 131.3 125 126.3 137.3 

9.196 10.21 8.189 16.04 12.31 10.75 

0.041 0.006 0.657 0.25 0.045 

*水* 〉ド
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A-II 

Befo同 12mon 24mo伺

30 31 29 

36 34 37 

35 37 38 

32 31 

27 39 36 

35 30 33 

6 5 6 

32.5 34.2 34 

3.507 3.834 3.578 

0.607 0.41 

*pく0.05
*水 pく0.01

36mon 45mon 57mon 

28 27 35 

35 34 37 

36 37 45 
28 33 45 
30 34 32 

26 28 36 

6 6 6 

30.5 32.17 38.33 

4.087 3.869 5.428 

0.296 0.872 0.032 

〉ド

(mg/dR) 
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表 4 長期にわたる牛乳摂取と血清アポ蛋白B， C-II 値

且 C-II 
Name Before 12mon 24mon 36mon 45mon 57mon Before 12mon 24mon 36mon 45mon 57mon 
H5 115 96 118 108 111 102 2.8 2.1 2.3 2.4 2.2 2.9 
WK 116 127 120 119 123 93 4.2 5 4.9 4.4 3.9 4 
ST 144 149 154 130 135 132 5 7.1 6.5 3.6 4.3 5.3 
M 133 130 121 126 83 7 6.7 3.2 4 3.6 
官 101 126 119 107 106 110 5.2 6.8 6 6.1 5.7 2.8 
判 94 114 113 118 115 105 4.2 3.6 4 3.3 3.6 3.6 
TK 

MT 

No. 6 5 6 6 6 6 6 5 6 6 6 6 
Mean 117.2 122.4 125.7 117.2 119.3 104.2 4.733 4.92 5.067 3.833 3.95 3.7 
50 18.84 19.42 14.95 8.612 10.67 16.65 1.395 2.121 1.698 1.285 1.129 0.908 
PVAlUE 0.335 0.064 11 0.657 0.216 0.32210.34710.23510.16310.155 

(mg/d R. ) 

表5 長期にわたる牛乳摂取と血清アポ蛋白Cーm，E値

C-III E 

Name. Before 12mon 24mon 36mon 45mon 57mon Befo同 12mon 24mon 36mon 45mon 57mon 

H5 8.4 6.6 7.6 7.7 7.8 7.9 8.1 8.5 8.3 7.9 8.4 7.8 

WK 9.2 13.2 11.5 12.4 11.4 11.3 5.1 6.2 5.3 5.8 4.9 4.3 

ST 17.1 18.4 17.3 14.7 13.5 16.2 5.8 6 6.3 4.8 4.6 5.2 

M 13.2 12.1 12.9 5.6 4.1 4.7 5.1 

11 15.2 23.4 19.5 15.6 13.6 18.4 5.5 6.7 5.9 6.4 5.8 4.5 

YI 10.7 7.7 8.6 8.8 8 8 7.7 6.1 7 4.3 3.2 7.7 

TK 

MT 

No 5 5 6 6 6 6 5 5 5 6 6 6 

Mean 12.12 13.86 12.95 11.88 11.2 11.23 6.44 6.7 6.56 5.55 5.267 5.767 

50 3.83 7.119 4.723 3.133 2.675 5.086 1.363 1.042 1.152 1.452 1.748 1.574 

PVAlUE 0.439 0.53 0.793 0.277 0.833 0.633 0.603 0.484 0.305 0.038 

* * p <0. 05 
(mg/d n 

-14-

「




